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【特集】平成21年度当初予算

《表紙》
　毎年３月２日に営まれる
「お水送り」神事。神宮寺で
は修二会（しゅにえ）の最後
に、赤装束の僧が大たいまつ
を振り回す達陀（だったん）
が行われます。
　大護摩法要、たいまつ行列、
送水神事と続き、炎の祭典は
クライマックスを迎えます。

（18時 47分撮影）
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平成 21 年度　会計別当初予算
平成 21 年度 平成 20 年度 増減率

一般会計 138 億 3,433 万円 134 億 9,803 万円 2.5％
特別会計 99 億 8,304 万円 98 億 5,817 万円 1.3％

内
訳

国民健康保険 29 億 8,902 万円 31 億 6,695 万円 ▲ 5.6％
老人医療 802 万円 3 億 1,793 万円 ▲ 97.5％
後期高齢者医療 3 億 5,845 万円 3 億 8,309 万円 ▲ 6.4％
介護保険 28 億 1,357 万円 26 億 8,349 万円 4.8％
簡易水道 9,166 万円 1 億 223 万円 ▲ 10.3％
下水道 31 億 1,446 万円 26 億 6,179 万円 17％
農業集落排水 5 億 1,392 万円 4 億 5,316 万円 13.4％
漁業集落環境整備 6,659 万円 6,124 万円 8.7％
駐車場 2,732 万円 2,826 万円 ▲ 3.3％
加斗財産区 3 万円 3 万円 0％

企業会計 9 億 2,129 万円 9 億 8,468 万円 ▲ 6.4％

内
訳

国民宿舎 7,820 万円 1 億 645 万円 ▲ 26.5％
水道 8 億 4,309 万円 8 億 7,823 万円 ▲ 4％

合計 247 億 3,866 万円 243 億 4,089 万円 1.6％

民生費（障害者、高齢者、児
童の福祉など）

106,618 円

衛生費（環境保全、ごみ処理
など）

44,659 円

総務費（課税徴収、防災、戸
籍事務など）

51,684 円

農林水産業費（農業、林
業、水産業の振興など）

33,097 円

教育費（学校教育、社会教育、
体育施設の維持管理など）

32,926 円

土木費（道路、河川、公園の
整備や維持管理など）

50,700 円

公債費（借金の返済）

59,380 円

商工費（商工業の振興、観光
事業など）

25,287 円

・依存財源…国や県から
　交付されたり、市が借
　り入れたりする財源
・自主財源…小浜市独自
　の財源

一般会計予算を市民１人当たりにすると429,238 円　で、
目的別内訳の主なものは次のとおりです（人口 32,230 人　３月１日現在）

　　　　　　　　　「チェンジ小浜・次世代に向けて」

平成 21年度　当初予算

　　　市税
　38 億 2,074 万円
　（27.6％）

地方交付税
　42 億 1,000 万円
　　　　（30.4％）

　　市債
11 億 6,230 万円
　　　　（8.4％）

国庫支出金
   11 億 8,478 万円
     （8.6％）

依存財源
  59.4％

自主財源
  40.6％

歳  入

一般会計　138 億 3,433 万円

　

平
成
二
十
一
年
度
当
初
予
算

を
財
政
健
全
化
の
第
一
歩
と
位

置
づ
け
、
人
件
費
や
投
資
的
経

費
（
建
設
費
な
ど
）、起
債
（
借

金
）
な
ど
の
抑
制
に
努
め
ま
し

た
。
し
か
し
、
社
会
保
障
関
係

経
費
を
は
じ
め
、
介
護
保
険
事

業
、
公
共
下
水
道
事
業
な
ど
の

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
や
杉
田

玄
白
記
念
公
立
小
浜
病
院
組
合

へ
の
負
担
金
が
伸
び
る
な
ど
、

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

公
債
費
（
借
金
返
済
の
額
）

は
、
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
高

い
水
準
で
推
移
し
ま
す
が
、
若

狭
西
街
道
な
ど
の
県
営
事
業
が

完
了
予
定
の
た
め
、
今
後
、
投

資
的
経
費
を
抑
制
し
て
い
け

ば
、
同
二
十
五
年
度
以
降
、
公

債
費
は
し
だ
い
に
減
っ
て
い
く

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、『
チ
ェ
ン

ジ
小
浜
・
次
世
代
に
向
け
て
』

を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
に
基
づ
い
た
、
将

来
を
見
据
え
た
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
必
要
な
も
の
に

つ
い
て
は
ソ
フ
ト
事
業
を
中
心

に
き
め
細
か
く
、
で
き
る
限
り

予
算
付
け
を
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
現
在
の
厳
し
い
経

済
情
勢
を
踏
ま
え
、
経
済
・
景

気
対
策
と
し
て
、
三
月
補
正
を

含
め
た
、
十
三
カ
月
予
算
を
編

成
す
る
な
ど
、
限
ら
れ
た
財
源

を
効
率
的
、
重
点
的
に
配
分
し

た
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予
算
を

編
成
し
ま
し
た
。

　

市
民
一
人
当
た
り
の
予
算
状

況
な
ど
を
わ
か
り
や
す
く
公
開

す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
の
財
政

状
況
を
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
今
後
も
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

地方消費税
交付金ほか
5 億 8,940 万円
　（4.2％）

分担金及び
負担金
3 億 7,457 万円

（2.7％）

使用料及び
手数料
3 億 2,581 万円

（2.4％）

繰入金
2 億 1,516 万円
 （1.6％）

財産収入ほか
8 億 8,004 万円

（6.3％）

県支出金
10 億 7,154 万円

（7.8％）

　平成 21 年度の当初予算が決まりました。一般会計は 138 億 3,433 万円で前年度
比 2.5％の増と昨年の市長選挙を控えたいわゆる骨格予算と同規模にスリム化しまし
た。人件費や投資的経費を抑え、マニフェストに掲げているソフト事業を中心に新
規事業 30 事業を盛り込みました。
　特別会計の合計は、99 億 8,304 万円で前年度比 1.3％の増となりました。
　企業会計の合計は、9 億 2,129 万円で前年度比 6.4％の減となり、すべての予算
総額は 247 億 3,866 万円で前年度比 1.6％の増となりました。
※端数調整をしているため、会計別の合計額と予算総額に差があります

■問い合わせ　財政課　☎内線 333

  民生費
34 億 3,630 万円
 （24.8％）

   総務費
15 億 6,585 万円
　（11.3％）

衛生費
14 億 3,935 万円
  （10.4％）

労働費
1 億 9,293 万円

（1.4％）

　土木費
16 億 3,406 万円
　　（11.8％）

　農林水
　産業費
10 億 6,672 万円
　　（7.7％）商工費

8 億 1,500 万円
（5.9％）

消防費
5 億 2,585 万円
　　　（3.8％）

    教育費
10 億 6,121 万円（7.7％）

公債費
19 億 1,383 万円
      （13.8％）

予備費
1,000 万円

（0.1％）

議会費
1 億 7,325 万円

（1.3％）

歳  出



広報おばま　平成 21. 4 ❹❺ 広報おばま　平成 21. 4

マニフェスト４本柱　   に沿って予算を編成

財　簡素化＋効率アップ

　財政改革断行
　　　　　財政の健全化に努めるため、市税や使用料などの徴収を強化、保留地の積極的な　　　
　　　　売却、企業誘致などで自主財源を確保、拡充します。

税の収納率アップ対策負担金　　　　　　　　55 万円
　　４月から、県と市町が共同で「福井県地方税滞納整理機構」を立ち上げ、税の収納率アッ
　プに努めます

新今富保育園の建設助成　　　　　　1 億 2,790 万円
　　老朽化している今富第一、第二保育園を統合、民営化して平成 22年度開園を目指します

市庁舎に総合案内係を配置　　　　　　　　265 万円
　　市庁舎１階の市民ホールに総合案内係を配置します。フロア案内のほか、高齢者や障害者、
　子ども連れの人などに声かけや介添え、車いすの手配などを行います

参　オープン＋信頼アップ

　市民の参加協働型市政
　　　　　市民本位の市政を推進するため、市政全般について市民の皆さんから意見、提案　　　
　　　　をいただき、積極的に施策に反映させます。

市政ブレーン　　　　　　　　　　　　　　　88 万円
　　民間の発想やノウハウを主要な施策に反映させるため、民間の有識者による「市政ブレー
　ン」を立ち上げます

いいとこ小浜づくり活動支援事業　　　　　111 万円
　　市民の皆さんの自主的な活動を支援することで、市民参加の意識の高揚とわくわくできる
　まちづくりを推進します

観　若狭広域活性親交

　観光活性化で活力
　　　　　食のまちづくりを生かして、観光交流人口の拡大や地域資源などから商品開発へ　　　
　　　　発展させるなど、地域産業と観光との連携を推進するため、その核となる観光局の　　　
　　　　創設に取り組みます。

「観光局」設立の準備　　　　　　　　　　  800 万円
　　観光の核となる「観光局」を平成 22年度に立ち上げるために準備委員会を設置して、調査、
　研究を進めます

つばき回廊商業棟解体　　　　　　　2 億 2,000 万円
　　つばき回廊商業棟の解体工事の費用

小浜市伝統的工芸品後継者育成事業　　　　900 万円
　　本市の伝統的工芸品である若狭塗、若狭めのう細工、若狭和紙、若狭粘土瓦に携わる後継
　者を確保、育成します

小浜西インターチェンジのフルインター化　　  1 億円
　　高速交通網の整備として、小浜西インターチェンジのフルインター化に取り組みます

悠　悠
ゆうゆう

々いきいきシティ小浜

　　　　　家庭や学校、病院、行政などが連携してネットワークを作り、相談窓口などを充　　　
　　　　実させます。お年寄りや障害者が安心して暮らせる、未来を担う子どもたちが夢を　　　
　　　　持っていきいきと過ごせるまちづくりを行います。

発達障害者支援のネットワークづくり　　　100 万円
　　発達障害者がいきいきと暮らせるように、きめ細かな支援ができるネットワーク（家庭、
　福祉、教育、病院、学校など）をつくります

児童家庭相談員の配置　　　　　　　　　　195 万円
　　虐待を受けている児童や非行児童などの早期発見、早期対応のため、市専属の児童家庭相
　談員を配置します

公営住宅の建設　　　　　　　　　　3 億 4,832 万円
　　平成 21年度から同 22年度にかけて、旧福寿園跡地に高齢者などにも対応できるバリア
　フリーの公営住宅 48戸を建設します（平成 21年度は 24戸）

小学校体育館の耐震補強工事　　　　　　8,581 万円
　　小中学校施設耐震化推進計画に基づき、国富、松永、中名田、加斗の４地区の小学校体育
　館の耐震補強工事を行います

市民体育館の一部リニューアル　　　　　1,600 万円
　　市民の皆さんの健康増進のため、市民体育館のトレーニングセンターをリニューアルして、
　有酸素運動を中心とした器具に取り替えます

小浜西組の修景整備　　　　　　　　　　2,466 万円
　　昨年６月に国の重要伝統的建造物群保存地区に選定された、小浜西組の家屋などの修景整
　備に要する経費の一部を助成します

支出ダイエットに取り組んでいます
☆市長（10％）、副市長（6％）の給与と教
　育長（18.5％）の管理職手当をカット

▲ 182 万円
☆市長、議長、教育長の交際費を一律 10％
　カット　　　　　　　　　　  ▲ 39 万円

☆人件費を削減（対前年比 14 人減）
▲ 1 億 3,576 万円

☆小浜ロッジを閉鎖　　　　 ▲ 2,618 万円
☆団体への補助金を約 10％削減

　　　　　　　　  ▲ 698 万円

改

活

協

安
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昨
年
八
月
の
市
長
就
任
か
ら

七
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

こ
の
間
、
世
界
経
済
は
百
年
に

一
度
と
い
わ
れ
る
不
況
に
陥

り
、
そ
の
影
響
か
ら
地
方
経
済

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
ま
す
ま

す
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
た
い
へ
ん
厳

し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、

マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
掲
げ
た
地
域

力
集
結
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
小
浜
の

改
新
・
ワ
ク
ワ
ク
で
き
る
ま
ち

小
浜
の
実
現
に
向
け
、
誠
心
誠

意
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

中
で
も
、
市
民
の
参
加
協
働

型
市
政
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

市
内
十
二
地
区
の
公
民
館
で
市

長
と
夢
ト
ー
ク
を
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
に
対
す
る

熱
い
思
い
、
貴
重
な
お
考
え
な

ど
を
直
接
お
聞
き
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
意
見
や
ご
要
望

な
ど
を
広
く

お
聞
き
す
る

た
め
、
ワ
ク

ワ
ク
振
興
ア

イ
デ
ア
ボ
ッ

ク
ス
を
市
庁

舎
一
階
と
市

民
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
に
設
置
し
た
ほ
か
、

市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ワ
ク

ワ
ク
振
興
ア
イ
デ
ア
ド
ッ
ト
コ

ム
を
開
設
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
積
極
的
な
情
報
公
開

を
心
が
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

十
分
に
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
な
が
ら
、
市
民
本
位
の

市
政
推
進
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

「
小
浜
の
改
新
」
に
向
け
て
、
全
力
で
取
り
組
み
ま
す

　

三
月
三
日
に
開
会
し
た
三
月
定
例
市
議
会
の
冒
頭

で
、
松
崎
市
長
が
所
信
を
表
明
し
ま
し
た
。
そ
の
一
部

を
掲
載
し
ま
す
。

行
財
政
改
革
の
断
行

　

ま
ず
、「
行
財
政
改
革
の
断

行
」
に
つ
い
て
は
、
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
の
第
一
に
掲
げ
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
柱
で
あ
り
ま
す
。

　

本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
将
来

を
展
望
す
る

う
え
で
、
安

定
し
た
行
財

政
基
盤
の
確

立
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と

か
ら
、当
面
、

財
政
再
建
の

た
め
に
全
力
を
傾
注
し
て
い
き

ま
す
。

　

財
源
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

市
税
の
収
納
率
向
上
が
重
要
で

あ
る
た
め
、
昨
年
十
二
月
か
ら

職
員
に
よ
る
特
別
徴
収
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
年
度
か
ら
は
、
県

と
市
町
が
共
同
し
て
地
方
税
の

収
納
率
向
上
を
図
る
た
め
福
井

県
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
が
設

置
さ
れ
ま
す
が
、
職
員
一
人
を

派
遣
す
る
な
ど
積
極
的
に
参
画

し
、
税
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
扶
助
費

な
ど
の
社
会
保
障
関
係
経
費
や

公
債
費
の
増
大
に
加
え
、
介
護

保
険
特
別
会
計
、
下
水
道
特
別

会
計
な
ど
へ
の
繰
出
金
が
伸
び

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
若
狭
西
街

道
な
ど
の
大
型
事
業
に
つ
き
ま

し
て
は
ほ
ぼ
完
了
の
め
ど
が
つ

き
、
こ
こ
し
ば
ら
く
大
型
建
設

事
業
を
抑
制
し
市
債
の
発
行
を

抑
え
て
い
け
ば
、
市
債
残
高
は

徐
々
に
減
少
し
、
平
成
二
十
五

年
度
以
降
、
公
債
費
は
下
が
っ

て
い
く
も
の
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。

　

既
存
事
業
に
つ
い
て
は
、
施

策
評
価
に
基
づ
く
各
事
業
の
進

ち
ょ
く
状
況
を
把
握
し
た
う
え

で
、
事
務
事
業
評
価
な
ど
に
よ

り
厳
し
く
見
直
し
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

職
員
の
定
数
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
本
年
度
で
当
初
目
標
を

上
回
る
百
五
十
％
の
達
成
率
と

な
り
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
コ
ン

パ
ク
ト
な
組
織
と
す
る
た
め
、

平
成
二
十
三
年
度
に
は
三
百
十

人
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
や
民
間
委
託
を
積
極
的

に
推
進
し
、
行
政
の
ス
リ
ム
化

と
効
率
化
を
図
り
、
経
費
の
節

減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
小
浜
ロ
ッ
ジ
の
閉
鎖

に
つ
い
て
で
す
。
昭
和
三
十
九

年
七
月
か
ら
多
く
の
皆
さ
ん
に

利
用
し
て
い
た
だ
い
て
き
ま
し

た
が
、
築
後
四
十
年
以
上
が
経

過
し
、
施
設
の
老
巧
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
に
加
え
、
近
年
の

観
光
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
か

ら
宿
泊
者
数
が
減
少
し
、
た
い

へ
ん
厳
し
い
経
営
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

施
設
の
耐
震
補
強
、
改
修
に

多
額
の
費
用
が
か
か
る
と
見
込

ま
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
十
二

月
末
で
閉
鎖
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

市
立
保
育
園
の
統
廃
合
民
営

化
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
九
年

度
に
策
定
し
た
小
浜
市
立
保
育

園
統
廃
合
及
び
民
営
化
計
画
に

基
づ
き
順
次
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
富
第
一
・
第
二
保

育
園
に
つ
い
て
は
、
本
年
度
中

に
土
地
造
成
工
事
と
建
築
実
施

設
計
を
完
了
し
、新
年
度
に
は
、

園
舎
の
建
設
工
事
に
取
り
か
か

る
予
定
で
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
民
営
化
に
あ
た

り
、
新
保
育
園
の
保
育
内
容
に

つ
い
て
、
保
護
者
の
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
努
め
る
と
と
も

に
、
今
後
も
良
好
な
保
育
環
境

が
維
持
さ
れ
る
よ
う
引
継
保
育

を
実
施
し
、
平
成
二
十
二
年
四

月
の
開
園
に
向
け
て
準
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

小
浜
第
一
・
第
二
保
育
園
に

つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い
る

ほ
か
、
園
児
数
の
減
少
が
著
し

い
田
烏
保
育
園
に
つ
い
て
は
、

国
道
１
６
２
号
の
開
通
後
に
統

廃
合
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
地
区
関
係
者
へ
の
説

明
を
行
う
と
と
も
に
、
現
保
育

園
跡
地
の
活
用
方
法
な
ど
に
つ

い
て
具
体
的
な
協
議
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

市
民
の
参
加
協
働
型
市
政

　

次
に
、
第
二
の
柱
「
市
民
の

参
加
協
働
型
市
政
」
の
推
進
に

よ
る
信
頼
さ
れ
る
市
政
の
構
築

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
民
と
行
政
の
適
正
な
役
割

分
担
の
下
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の

積
極
的
な
市
民
参
加
の
促
進
を

図
り
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

た
め
、
い
い
と
こ
小
浜
づ
く
り

活
動
支
援
事
業
を
立
ち
上
げ
、

特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
や
人
づ

く
り
に
取
り
組
む
活
動
を
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
主
要
な
政
策
の
立
案

に
あ
た
っ
て
民
間
の
発
想
や
ノ

ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
有
識
者
に

よ
る
市
政
ブ
レ
ー
ン
を
設
置

し
、専
門
的
な
見
地
か
ら
指
導
・

助
言
を
い
た
だ
き
、
常
に
民
間

の
経
営
感
覚
を
も
っ
て
市
政
運

営
に
あ
た
り
ま
す
。

　

第
五
次
小
浜
市
総
合
計
画
の

策
定
に
向
け
て
、
平
成
二
十
一

年
度
は
、
こ
れ
ま
で
に
実
施
し

た
事
業
の
内
外
の
行
政
評
価
を

十
分
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る

な
ど
、
策
定
作
業
に
か
か
る
基

礎
資
料
の
収
集
に
努
め
ま
す
。

広
域
連
携
に
よ
る
活
性
化

　

第
三
の
柱
「
若
狭
広
域
連
携

に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
」

に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
の
発
展
に
は
、
嶺
南
各

自
治
体
と
の
連
携
は
も
と
よ

り
、
滋
賀
・
京
阪
神
地
域
と
の

結
び
つ
き
を
強
め
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
あ
り
、
そ
の
架
け

橋
と
な
る
琵
琶
湖
若
狭
湾
快
速

鉄
道
の
早
期
実
現
に
向
け
て
、

嶺
南
地
域
と
滋
賀
県
側
の
各
自

治
体
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

滋
賀
県
高
島
市
、
若
狭
町
、

本
市
の
三
市
町
主
催
に
よ
る
琵

琶
湖
と
若
狭
湾
を
結
ぶ
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
開
催
、
三
市
町
そ
れ

ぞ
れ
に
、
新
線
実
現
を
目
指
す

住
民
の
会
が
立
ち
上
が
る
な

ど
、
湖
西
・
嶺
南
両
地
域
の
連

携
協
力
が
活
発
化
し
、
気
運
も

高
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も

地
域
間
の
つ
な
が
り
を
深
め
、

早
期
実
現
を
目
指
し
て
国
や
県

な
ど
関
係
機
関
に
強
く
働
き
か

け
て
い
き
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
小
浜
線
に
つ
い
て
は
、

沿
線
地
域
住
民
の
活
発
な
利
用

促
進
運
動
、
ち
り
と
て
ち
ん
効

果
な
ど
に
よ
り
、
利
用
者
数
は

一
昨
年
以
来
増
加
傾
向
に
あ
り

ま
す
。

　

今
後
も
、
嶺
南
地
域
が
一
体

と
な
っ
て
利
用
促
進
活
動
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
ダ
イ
ヤ
な

ど
利
便
性
の
向
上
に
つ
い
て
引

き
続
き
Ｊ
Ｒ
西
日
本
へ
要
望
す

る
な
ど
、
小
浜
線
の
活
性
化
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道
に
つ
い

て
は
、
小
浜
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
（
Ｉ
Ｃ
）
か
ら
小
浜
Ｉ
Ｃ

間
は
平
成
二
十
三
年
度
、
小
浜

Ｉ
Ｃ
か
ら
敦
賀
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
間
は
同
二
十
六
年
度
の
完
成

を
目
標
に
順
調
に
整
備
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
本
市
の
工
事

着
手
率
は
八
十
七
％
を
超
え
、

関
係
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
市
内
各
地
で
順
調
に

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
工
事
が
円
滑
に
進
む

よ
う
、
高
速
道
路
株
式
会
社
や

県
と
連
携
し
、
事
業
の
推
進
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

　

和
久
里
地
係
に
建
設
中
の
複

合
型
活
性
化
施
設
（
道
の
駅
）

事
業
に
つ
い
て
は
、
直
売
所
に

か
か
る
造
成
工
事
や
農
産
物
加

工
調
理
体
験
施
設
の
整
備
を
、

年
度
内
の
完
成
を
目
指
し
て
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

小
浜
Ｉ
Ｃ
が
供
用
開
始
と
な

る
平
成
二
十
三
年
度
ま
で
に

は
、
県
が
事
業
主
体
と
な
っ
て

設
置
す
る
道
の
駅
、
市
が
設
置工事が進む複合型活性化施設（３月 10日）



す
る
農
産
物
加
工
調
理
体
験
施

設
、
特
産
物
な
ど
の
直
売
所
の

整
備
を
完
了
し
、
観
光
客
を
市

街
地
に
呼
び
込
む
情
報
発
信
基

地
と
し
て
機
能
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

全
国
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
、
た
い
へ
ん
高
い
評
価
を

受
け
て
い
る
食
育
や
地
産
地
消

に
つ
い
て
は
、
小
浜
市
食
育
推

進
計
画
な
ど
に
基
づ
き
、
幼
児

の
料
理
教
室
キ
ッ
ズ
・
キ
ッ
チ

ン
を
は
じ
め
、
小
中
学
校
で
の

地
場
産
学
校
給
食
、
成
人
・
高

齢
者
向
け
の
栄
養
健
康
指
導
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
を
対
象
と

し
た
生
涯
食
育
の
い
っ
そ
う
の

充
実
と
地
域
へ
の
浸
透
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

そ
れ
と
と
も
に
、
特
に
今
後

は
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
地
域

経
済
活
性
化
の
観
点
か
ら
、
食

と
産
業
・
観
光
と
の
結
び
つ
き

を
強
め
、
各
般
の
施
策
を
推
進

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

次
に
、
市
の
基
幹
産
業
で
あ

る
農
林
水
産
業
の
基
盤
強
化
に

つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ず
、
農
業
の
振
興
に
つ
い

て
は
、
地
域
農
業
の
担
い
手
の

確
保
に
向
け
、
着
実
に
増
加
し

て
い
る
認
定
農
業
者
の
育
成
、

農
業
所
得
の
向
上
に
全
力
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
小
規
模
農
家
や

高
齢
農
業
者
な
ど
、
多
様
な
担

い
手
が
活
躍
で
き
る
よ
う
、
新

年
度
か
ら
地
域
農
業
サ
ポ
ー
ト

事
業
を
開
始
し
、
高
齢
化
や
農

地
が
小
区
画
で
分
散
し
て
い
る

な
ど
の
理
由
で
耕
作
が
困
難
な

水
田
の
請
負
作
業
を
支
援
し
、

地
域
農
業
全
体
の
維
持
・
発
展

を
図
り
ま
す
。

　

林
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

森
林
が
有
す
る
貴
重
な
水
源
の

涵
養
機
能
を
は
じ
め
、
災
害
や

地
球
温
暖
化
の
防
止
、
生
物
多

様
性
の
保
全
な
ど
の
多
面
的
機

能
が
十
分
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、

森
林
の
適
切
な
管
理
と
そ
の
育

成
を
図
る
と
と
も
に
、
林
業
生

産
性
の
向
上
の
た
め
、
高
性
能

林
業
機
械
の
導
入
や
林
道
、
作

業
道
な
ど
の
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　

嶺
南
地
域
に
あ
る
二
州
、
名

田
庄
、
若
狭
の
三
つ
の
森
林
組

合
で
す
が
、
本
年
十
二
月
に
合

併
し
、
新
た
に
れ
い
な
ん
森
林

組
合
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
広
域
合
併

に
よ
り
経
営
基
盤
の
強
化
が
図

ら
れ
、
地
域
林
業
の
活
性
化
に

い
っ
そ
う
寄
与
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　　

水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
県
立
大
学
と
連
携
し
て
サ

ワ
ラ
の
幼
魚
な
ど
低
利
用
魚
類

を
活
用
し
た
醤
油
干
し
な
ど
の

新
製
品
開
発
、
地
サ
バ
の
畜
養

技
術
の
確
立
に
よ
る
水
産
資
源

の
確
保
の
ほ
か
、
若
狭
ふ
ぐ
の

宿
認
証
制
度
の
普
及
・
Ｐ
Ｒ
に

取
り
組
み
、
若
狭
も
の
ブ
ラ
ン

ド
イ
メ
ー
ジ
の
向
上
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

　

市
の
伝
統
産
業
で
あ
る
若
狭

塗
、
若
狭
め
の
う
細
工
、
若
狭

和
紙
、
若
狭
粘
土
瓦
に
つ
い
て

は
、高
い
ブ
ラ
ン
ド
力
を
有
し
、

市
を
代
表
す
る
地
場
産
業
で
あ

る
一
方
、
従
事
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
と
い
っ
た
問
題
を

抱
え
て
お
り
、
産
業
と
し
て
の

維
持
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
地
域
の
財
産
と
も

言
う
べ
き
、
こ
れ
ら
の
伝
統
産

業
を
担
う
伝
統
工
芸
を
維
持

し
、
将
来
に
向
か
っ
て
発
展
さ

せ
て
い
く
た
め
、
新
年
度
か
ら

小
浜
市
伝
統
的
工
芸
品
後
継
者

育
成
事
業
を
立
ち
上
げ
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
伝
統
工
芸
に
か
か

る
産
地
組
合
や
事
業
所
な
ど

が
、
後
継
者
育
成
に
取
り
組
む

た
め
に
必
要
と
な
る
経
費
を
支

援
す
る
も
の
で
、
伝
統
工
芸
の

製
造
技
術
を
後
世
に
つ
な
い
で

い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

観
光
局
の
創
設
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

　

本
市
に
は
、
地
域
に
根
付
く

自
然
や
食
、
歴
史
、
文
化
な
ど

す
そ
野
の
広
い
観
光
資
源
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
生

か
す
た
め
、
観
光
関
係
者
だ
け

で
な
く
地
域
住
民
が
参
加
し
、

地
域
一
体
と
な
っ
て
観
光
資
源

を
磨
き
上
げ
、
高
水
準
で
均
一

な
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
本
市

の
観
光
競
争
力
は
い
っ
そ
う
高

ま
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
地
域

一
体
と
な
っ
た
強
固
な
基
盤
を

築
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ

の
仕
組
み
と
し
て
観
光
局
の
創

設
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

先
月
に
は
、
観
光
協
会
を
は

じ
め
小
浜
商
工
会
議
所
、
料
理

･

旅
館
組
合
、
農
林
漁
業
団
体

な
ど
の
各
種
団
体
の
代
表
者
を

メ
ン
バ
ー
と
す
る
準
備
委
員
会

を
設
立
し
、
観
光
局
の
創
設
に

向
け
た
検
討
を
始
め
る
と
と
も

に
、
庁
内
に
連
絡
会
を
設
け
、

全
庁
体
制
で
取
り
組
む
体
制
を

整
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
、
準
備
委
員
会
の
中
に

常
任
委
員
会
や
体
験
観
光
な
ど

の
専
門
部
会
を
設
け
、
組
織
や

取
り
組
む
べ
き
具
体
的
な
事
業

内
容
な
ど
に
つ
い
て
協
議･

検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

つ
ば
き
回
廊
商
業
棟
に
つ
い

て
は
、
昨
年
十
二
月
末
に
市
が

取
得
し
ま
し
た
。
同
棟
を
放
置

す
る
こ
と
は
、
中
心
市
街
地
活

性
化
の
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
要
因

と
な
る
も
の
で
あ
り
、
多
く
の

関
係
各
位
の
ご
理
解
と
ご
協
力

の
下
、
市
の
最
重
要
懸
案
事
項

が
一
つ
の
方
向
性
を
見
い
出
せ

た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、
あ
ら

た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

た
だ
、
物
件
の
取
得
は
、
市

街
地
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組

み
の
ス
タ
ー
ト
に
す
ぎ
な
い
も

の
と
考
え
て
お
り
、
今
後
は
、

建
物
の
解
体
を
進
め
る
と
と
も

に
、
跡
地
利
用
の
検
討
な
ど
を

行
い
、
中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ

い
創
出
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

業
務
棟
一
〜
二
階
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
な
ど
の
施

設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
移
転
先

な
ど
の
見
通
し
が
つ
い
た
段
階

で
移
転
、
改
修
に
か
か
る
経
費

を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

悠
々
い
き
い
き
シ
テ
ィ
小
浜

　

第
四
の
柱
「
悠
々
い
き
い
き

シ
テ
ィ
小
浜
」
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

地
区
全
体
の
防
災
・
道
路
な

ど
の
生
活
環
境
整
備
に
つ
き
ま

し
て
は
、
皆
さ
ん
の
意
向
を
踏

ま
え
、
具
体
的
な
整
備
計
画
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
ほ
か
、
少
子
化

対
策
に
つ
い
て
は
、
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
に
基
づ
き
、

親
と
子
が
気
軽
に
集
い
交
流
す

る
つ
ど
い
の
広
場
事
業
や
一
時

的
な
保
育
を
行
う
す
み
ず
み
子

育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
な
ど
を
継

続
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
放
課
後
児
童
対
策
と

し
て
ニ
ー
ズ
の
高
い
児
童
ク
ラ

ブ
に
つ
い
て
は
、
現
在
六
地
区

で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
新
た

に
内
外
海
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設

し
ま
す
。

　

次
に
、
発
達
障
害
者
へ
の
支

援
事
業
に
つ
い
て
で
す
。

　

発
達
障
害
者
が
充
実
し
た
日

常
生
活
を
お
く
る
に
は
、
福
祉

や
教
育
、
医
療
な
ど
の
機
関
が

相
互
に
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

有
す
る
知
識
や
技
術
を
十
分
に

生
か
し
て
、
き
め
細
か
な
支
援

が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
発
達
障
害
者
の

状
況
に
関
す
る
基
礎
調
査
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
医
療
、
教

育
な
ど
の
専
門
機
関
や
保
護
者

な
ど
で
構
成
す
る
発
達
障
害
者

支
援
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
発
達
障
害
者
支
援
計
画
の

策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
八
月
か
ら
実

施
し
て
い
る
五
歳
児
健
康
相
談

を
充
実
さ
せ
、
発
達
障
害
児
の

早
期
発
見
、
早
期
対
応
に
努
め

る
と
と
も
に
、
保
育
会
や
小
中

学
校
な
ど
の
関
係
機
関
の
職

員
・
教
諭
、
発
達
障
害
者
の
保

護
者
な
ど
、
広
く
市
民
を
対
象

と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
、
障

害
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
き
ま

す
。

　

将
来
的
に
は
、
乳
幼
児
期
、

学
童
期
、
青
壮
年
期
そ
れ
ぞ
れ

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ

た
体
系
的
な
支
援
シ
ス
テ
ム
を

築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

低
所
得
者
層
に
配
慮
し
た
国

民
健
康
保
険
税
の
軽
減
に
つ
い

て
は
、
新
年
度
か
ら
世
帯
の
所

得
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、

保
険
税
を
所
得
や
加
入
人
数
に

応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
七
割
、
五

割
、
二
割
軽
減
す
る
措
置
を
実

施
し
ま
す
。

　

次
に
、
妊
婦
の
検
診
無
料
化

の
拡
大
に
つ
い
て
で
す
。

　

近
年
、
出
産
年
齢
の
高
齢
化

な
ど
に
よ
り
、
母
体
や
胎
児
の

健
康
確
保
を
図
る
う
え
で
、
妊

婦
検
診
の
重
要
性
、
必
要
性
が

い
っ
そ
う
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
第
一
子
か
ら
の

す
べ
て
の
妊
婦
を
対
象
に
、
妊

婦
検
診
十
四
回
す
べ
て
を
無
料

化
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
妊
娠
の
健
康
管
理

の
充
実
が
図
ら
れ
、
健
全
な
出

産
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

小
中
学
校
施
設
の
耐
震
化
に

つ
い
て
は
、
昨
年
八
月
に
策
定

し
た
小
中
学
校
施
設
耐
震
化
推

進
計
画
に
基
づ
き
、
早
急
に
、

か
つ
計
画
的
に
学
校
施
設
の
耐

震
化
事
業
を
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

　

ま
ず
は
松
永
・
国
富
・
中
名

田
・
加
斗
の
各
小
学
校
の
体
育

館
に
つ
い
て
耐
震
補
強
工
事
を

実
施
し
ま
す
。
五
年
後
の
平
成

二
十
六
年
度
に
は
学
校
の
耐
震

化
率
を
八
十
％
に
ま
で
高
め
、

同
二
十
九
年
度
に
は
す
べ
て
の

学
校
の
耐
震
化
を
完
了
す
る
予

定
と
し
て
い
ま
す
。

＊

　

各
般
の
施
策
を
全
力
で
推
し

進
め
る
こ
と
で
、「
魅
力
と
活

気
に
あ
ふ
れ
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
小
浜
」
を
築
い
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

観光局準備委員会（２月 28日）

内外海小学校に児童クラブが開設されます
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